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 長江家住宅に残された昭和初期の映像資料には、昭和初期の祇園祭の姿を映した写真や動画が豊富であ

る。これらは戦前の祇園祭の姿を現在に伝える良質な資料である。研究では、これらの資料を研究会メンバーで

共有し、閲覧することで昭和初期の山鉾巡行について学び、将来への山鉾行事の継承の参考とする。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります）

山鉾の巡行順や懸装品の特徴より本映像資料は昭和 4 年と昭和 6・7 年に撮影されたものと確認された。当

時の囃子方や車方などの各担い手の巡行中の動き方を現在と比べると異なる点が多くみられた。本資料は現

在の山鉾行事の当事者からみても戦前期の山鉾行事を現在に伝える貴重な資料だということが再確認された。

また、背景に映し出される当時の京都市都心の街並みや見物人の動きも詳細に記録されており、今後の京都

市都心のまちづくりや山鉾行事の継承のあり方を検討する際の参考となった。 


